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論文内容の要旨
本論文は、直接照射型レーザー核融合研究のための位相・偏光制御素子の開発とレーザー均一照射法への応用に関
























究で初めて用いられた色素 acid yellow38は、従来のメチルオレンジに比較して書き込みエネルギー密度が約 1/
5 で配向能力があり、かっ再配向も可能であることを示し、大口径で柔軟性のある光学素子としての可能性を実証
している o メチルオレンジ、 acid yellow38について 1 ナノ秒パルスでのレーザー損傷関値を測定し、それぞれ 12J
/cnf、 llJ/cnf と大きく、核融合レーザーシステムへの導入が可能であることを確認している o
2) 直交偏光の 2 光束は干渉しないという性質を利用し、ビームを直交する偏光に局所分割し、集光パターン上での


















を小さくすることを示している o 設計パラメーターを、ビーム径32cm、波長351nm、焦点距離 5m、デフォーカス
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